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議演

再生的?司ーンと

油購的ケ口一ンのi量的許容性

ヘニング a 口、ゼナウ
(アフクスブルク大学教J受)

沃/小名水明宏

I. 

舟生|有クローン i:i古物的クロー/、こめつつは、我々

の干支析に希告を託している三 I~I~が具なり、また jli，克で、法的な

ニhら
を

ぬくる議論も宍なっている 再'1的クローンは令i廿体ドS/..:t，Jp.Jiえれてい

る，クローンのこの形態はおよそ愉域的iも法的にも、許され士会問

乃司事右前f目立を越えているということど広くは併が I:t~ 、いるじこの

タフ は;、イツにおし=ても疑I~JI晃"れることはほこんどないc

:， hl.討してで的クロ ン ~:;:;:~kL < ~1主主 i されている この1ft写市土足

伎の向75争がもとで、最近ではお何千下:J}; 8ヨのケ 11ーンに闘する [fli'!i官

1 この;主jftについては K('l叶じll.D ぉ KIOl¥，'Tl¥'O!1 ¥.{心llsch，'ll.Tli liingじ?このの

I'aupitヌ民行ch::icheRe~ゲ l~，11 y: CIぞrドJ九lbn'ulwnt'OIちし~， ll~g ;n~ Int守口htiuna:e九 Vel

glcid:. Bcrlln l:.8. つ003“ 221 111日dつつ6
ι Vg]， Bi'y]t-'v¥-'ldi]"Irowllち¥"n!nL;l:;r山111DIgn;ty in Bio(-'[h;('s札口(;B;i)泊W.Uxull，l 
:.Jc机 York 2001. S. : 58-- 1(九 Hil江~;1]曲、r1， in: C; ~;is! [町叩z{Hr叫:， FS r-i[，illrcr， 
九'白川、hCll2()(l1. S. 11幻， 1];:;7 こλゲンドルブは、クロ ンゴゼとは代怠又γが、

法的には根拠仔~j誰，，，こしている， cf忌コ(.-;られたア〆)， c;j-;;で/卜 liツク(人

出;~ti :てお'0jJと支IJ!しているこ

北す J~l (l泌s;三Gヨ



TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

53もが成功:こ幸子わっているへそれは採択はされたが、ィ、成功のド手 I

メシトであるコ全力11盟問のγ分;、満子、ない詰4う!宮内けが投票におい亡右、

成した '1凶、突凶、インド、シンガポール、提出、そして円以!c0 '"C) 

た車交な1"'1々 が反土、lに日ったしドイソlよ結局lよ政治前な圧)Jで賛成に

i口l。たが、出准するかどうかは司、.:')j-['ある結「前として各同ヰ分けた

のは、明らかiタ fーとされる Ilf斗~"クローンを越えて宜的クロー J

も;口組εれるべきかどうかがであうと l需要な生命前JII'の領岐におい1
クU、八ルに宏、可す之i ，l~}-:-:土防 tH さ jしえなかったのであゐ v

人慌のクローシを作必ずみごこ芽吹1:するごと i::i正門 致lてμ る

が、幹京!日早川クローンにつ，'ては争Lがあるそれぞれがお 11.'v斗 '-11If:凶

{~~であれ、日つの fu セス:J: [日jーの法的な尺l立によって測れな」リ←いう

ことはナでに決められたことなのだλうかc 幹紘胞のタ口 シと人間を

そっくりそのままク rì~ ン化することとの隔たりは人為均なもので l か

なL ともいわれる(

:ょ;際、|比一プロセスが-:i2kする段階も有在するn 人問をコピーするに際

しとは、その人聞の組織から 11E収支れたいずれかの細胞を本来の伎が~1

H除かれた邦紙「包へと移植することになる、 これは校移掃と利、され、最

初(/)クヨ /芋 ド1;-Jが生まれるにL吋手コ7:-'H~-U却である(長終的に

i正、それ}こ続いて f日への杉柄、そしてその付泳内でlu;-(/)人問、出jち

夕日 ンへと成長宇ることになる村'JJtA11:'fが誕，~l. ;-るのごある「

in判で内ガクロ ン しては、 i!1'性幹*IHn~ 宇誕生さ庄、ぞれヰ分言íffi-t る

1160ご、 11什i('::}lt~ 声の細胞から ν刈去がliJ~校:万みのドーすーの卵細岐に移

情~fLる υ そうすると、 H-'T.去に、初j定判I!ijæ:↓，71!;71 における;:{がp証"， )る。

今ロの認識で{土、分イle令法性のpji:降、 t~，よわら、問、の八分脊Jの長崎ま

ではj定士支えせねばならない J ある符どの時/:::(.-;fヨV暑ではクローン斗物が

存在-Jるといっこシもできるのごある l

A/Rc:>!~i9 "泊。
，: ]((lSH1;Lll，日 1 h-'1l11 Uλ 1. 11 …只，~.;， 1>"内ll.lWlischピメ SL:itちl~ヘ kun ， ~006，日p コIγ
Lilic. in: Schrcム :J:;r/Lムムム c/Rハ ~:cn:::u ll.8. C!ubalisicム U11釘dcrBiupo!ILik， dc丹

市町山 h:日llnd(kr ni¥jc! hik';. Frけlli<:lm 川1;l¥Lin 2nC7久 9;ff. ，) 1)二七ーも官事長

に失敗三位置付~1亡し必

" FrCil、怜乱ld，乙lticrtin cL::r FAZ ¥"Olll 2G.. 21. 3. 1999. S. 1 

二日社5りu以)1)3G7 )日Gj



l背 滞

しかしl向プロセスをi斗じものとするのはやは:'lまずいn な吋f主ら rl80

と守る行河叫が異なる J)-C あれ、!メ ~I;<~-f:こ取り4tうことは交け人れ難

くE、われるのである F

i1J斗D':j)，口ー/土人Wj(j)遺伝平均均三室をは却と Lているコスローター

ゲイクが、正権な1[;記官プブ二ング、動物の+7っ生Si;'誕生グノ宿命から操作

約な!I命誕ハへの転換、資質ジ〉育'，7産といったことを与察したーのこ:IIJ様

lニ、 fら以'J'メMく心よJ逮宝のr生lk:6市了というイ

;治白療的ク iけ寸一 Lの[Jj旨すとニろは企くJ別JJ刈:jμしσの3り)ものである 人l附品剖liは土と牛ドま jれL 

ここ ;J.'~、のである J それに代わっム J;<椅からま:.;;:そ 4 円絞に世絵杭か

(:，獲得され、ぞれ白wどはもはや号、1L全能的ではない、すなわら、ら己/止
な人慌の休にはなりえないが、しかし、入院の身体の20()以 [，0)組問類

型に成長しうる、はぽ「万誌なもの」としてーの諮}Jを幻えた肝、性幹組:JBg

に刊午 û)限は注がれてし s る v この ~ftt幹綿胞が万詑綿抱(分化多橡 f午1

と称されるのである。パイオテケ/口ジャの.lii吋いはなよ〉茶礎的な段!i.告に

ととまっているが、これに」り、 f列jえ;工神経荊:Ji:包をJ/'I;iをしたリ、アル y

P¥イマーやパーヰンソ/射のiぷ揮を緩和ないし治療するよとが却Jijきれ

ている， 8JínJ烹患者に対する江~!r;Uif+l?;:q，やすべての服部の扶養も任没幹料

;泡にふ;ってイ乍り {-;-t['t二とがで矢つるのである。

F耳f十的クロ ンはクロ ンが:1均であるにこれに市してii内で的クロ

ンl土、クロー/卵細品ザコ禾I;Jt1(.こよりもたらされる也、僚の:J能↑寸をH10と

してし ιる三 ;IIJとホ悩でも弓i均が異なることで不法と 0) 1ぺJfJをする

ことが適切ごあることは、 l、1'jの断、1;':員長1士に旬Jらかにえれといる女

性を妊却:とさせるため;-JtJ刑1:砲を授t'させる場介、体外投1514l土、/法者仁上
~) ;主J、t:'.~れるが、 ぞの池内 '1 的のとめにれなわれる ~-t占台、[司じれ為 lよ

可罰lぬであゐコ

用語につい仁 三ゴメントたいっ j官庁刊号ク口 ンというγJ祢は 部

亡、は疑誌が悶えられている 士(1'なら、すでに砕すしえん法語、存止する

SloLcnl(;k， Dic ZL'it ¥'cn: 16. 9. 1D99， S. 15. 2 

ぷクロ ンにぶって治療がなされとわけで，.".ないのご 治照的クロ ン」六い

うは念は迫 ~)J 己主主:い、 Y ロ 〉匹山;本は何ム治均的効果をもたりすわけでは

云ν¥"Nr;容に消しリJれうる成長"1誌な相秘胞を Y み出すのに役すつに過去なし~

:11: す J~l (l以:町三行.6



TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

わけではなしゅユりである。:白照的な禾1;，!f3(持与なJははるか遠いロJ能宍Uノ問

題二いあれ、間ふ主った社 l;スショ〉を守えかねないといろ口むしろ合す究[ん

クU ンと称すベ主であるこいう人

しかしこれは開j注"て¥'る 何年か後;fは伎われなくなるのポめ:")、

まと、必要な限延l~ をも欠〈概念を!'f日、汗j しふるこシ i J:Jnr:EI味?ある J

み u，---〆とし寸概走:はそれがここ ~e~義論さ才しるべ主ブ υ セスを 11

仰J、示すロート、煙i二巻くものたのである それは つのクロ}ンの反

別を隠殺するもの'Y'ある J なそYなら、 H~~'Jケ 1寸}ンは 1.'Jiふに士

ザプロの段滑にあ丹、研究f~S クコー/と刻、されつるからむあるし再生 :10 ク

口 シと治療G3ケロ ンという概念:は 1 ， 1 祭nリに)~) J iJ ~λ ら才てお内、その

対象もはっきりと示され、時J慌にそれぞれが区別されるので、この概念

を111cゐヮれるべき vごあるラ

クローン(/)つつの三を別々;こfiれ ¥Y+:jaE-(:-しごも区万uヲる二台は意

阪のあるごとである。 そこでまヂ再生トウクfJ~ンからはじめたいc

II. 再生的クローン

フローンの禁止(Jff保護法6条 11翼と S条 11翼)

Fヰf十的クローンはij1二決議作 6"1; l ;)青「禁けされているとJ与えるべえさむ

ある一しかし、 199Cl←当時の立法、有 l土;，~'， j民なバイオァケノロンーの発展

をIRJ!-2;Lておら「、今H 伐に知られているク口、ンのプロ恥スは、な

んとか規定により刀パ 手札口、ると緯九れうるわまず、断、保説法l手、

クローンでは校長~{i'か 11Îft是としている J これ(-~l'-I:iコて町、要 J士只条1:お

い'(!士の iL~líi~，誌がなされているハ一般に lムまったド 1;_ .メソ:;i'--~;J， 

iキグ〉クコ ン¥いは卵ギ|抱;土J乏去11させず、たど絞移摘がなされるので品川

て、核融合はなされないのとある

刊五i山~h. in: Klηncn in bion~:;diL:niscl二cr Fors::::'-un釘 u:dRcprodllklioll， Ba:，-d 1， 

]-;1ちg.Vυn ll(jnnefE-](;" 了 LF; 7. t~l 孔:_11. Bun --'， 2()~;:-'. ， S_ lb:-'.， lb:l ff.: V!;~ ， Wiw;;cc];:n 

SZ V()ll'. 2S..<2C-;， :. ::::(){コ3，S， 6; 1，1様に批tll自りな(，1)il HöHin仏 Zci~schrifl ~llr r-ilL;di 

孔nischc-Elilik じはω1)， Sよア 27芯ミ !は汗景(二三語以七社や「配布0'~11告があ

ると lffiiflγ るl\.lie~h ， i~: Bioloぇi2，;nd Ethik. hrs応可on己ngels.St，ettぇ2ft1 D99， 
~~，l 233 f 
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l背 滞

他方で、注1~í~説法。謀::(，よ i司 の法{ご情字誌を持った¥1，1人を誕生させるこ
とを禁止している。しかし、ク口一〆4功は p ナーの;JFO)科l'胞肢から

ミト「ンドリ 7 こ細胞人H、詩情そヲ!万継ぐため、 00 ぅ，~.Lコ ι の 致はある

と¥'ろものグ〉、 1: "，1とものというわけではないじゆえ仁、 ;111計法

ザjとしとの住i心主11、にとっても遮ルjされる謀本?と10:1粂?j~ O)王立準通 111

J)禁止を1H+処に、十イ!I:j-0クυ ーシ以ドイツ必に.f:iいとは不可詞tゃあるこ

いう児j拝も i!{rcJるム"じ -4'11均ト司 である遺伝i古和は「同じもの」と

して定式十j けら才L るので、府、 1-x:護法的意義と日 û~~::' t1トJ てクローンの禁

rl.1二位lよ~~It託、。条-: :J民に見コれるひ J か J 、I()O%ri-;} じ~: (，三シ /νシ'''J
じとをiて習11しようといつのは、いささか二だわり氾ぎのJうに忠える。

最小恨の D~、J，，¥の差穴は111、保訟法 C条;.1ftのえて7に抗争l¥-tるものではな

しミ" 結局l土、成長に重安主組l臨終はIlIj の D¥Iι1を小すから?ある〉

確かにん勢。)~:j'~論 l土、 1比二 1W: 0_1kUヘ ü ~長び)存 l必要何;士 1/)、改正

タ必要であるとい勺ている，， このような複雑な民状況か4脱却ナる万

法i之、ドイソがヨーロソハ1J'f議会のf↓命倫理条約のいわゆるクつーンfs
);11議定書パ::DIIわるこ，l-:-eあろう。そこで}土ii{三千操作を円なわなし単
純クロ~ンも fyj々 出々に禁 lトされている v もちろんドイツ当身がこの治

を却すして主た「今日立もは..i;~---'1:1寺イu怪jしとなョごしまっ三主f々 な矧山を
挙げて、牛命伶理条約lこを名していなし 2のである I

Schrot-:' JI :!()()2， l'/C，日立

11 Scl】1ιb(¥，FS Rnxi;" J灯台足 、ο;，Scb，;nじ1l::J1l111I.Cl"< Bc:Ji，;il'u'¥V i¥)[κ2001，討

内91，9U;~; \\-l t~ E' ck/l':ric r-;， ~'l ぞ d 代フ削)正ヨワ;:)i). つ ;:)9: l-¥ぞ 1t::'r ，"G ii 1l~1:.ぞ u 八il. 1S ピ i

Ea日b1、 0 1l cnsc.:.ム斗 èZ ，r::し s~tz え1斗eL i-'!;2.~' L 弓992，86Rr.. :Z: Hilg:cndorf (0. F~è ワ).S 

114i"" llGO 

l2 KcJlcr/Cun↑hcr/Kaiscr. a..1.0 長6l¥ll. 6 

1 九日ヰ，~ていゐのは、問え(1'出 1m、 ibcr ， FS l~υxin ， l-:J叫 V011出日山市l川目;:.;1

日erli 1l;';'<Jε¥Y I'りrk勾O()l民)1.:IO~~: S~-hro:h. Jχ2山ヲ 170.17ワ H;，HI:ng，ill' Hi~ 

bmgcr G(合prachc.lal:rhユc11 2002/11 ュrsg;、0ndc:--SLiftung Gcscllsc~，- ;:d\ r白r
日町hTspolitik れ， '¥";u日 l'1¥'n200;-;， !:J9， .1.09 

11 ZUSaLzprnLハkullzu;n C;bc了 cillknムn~は C11 ZILTI ろcLIよしzdcr IV!CllS:::hC1l1"<.'chk III】C

d¥';" i\'icn:-;l~hcllv，.'-;:nl(、 i ::l l iTinhlickれllfdic ;¥i:Wt'ndlln定¥，()nDi(山収icllIHl恥Itdi zi i 

uber das¥erbot des Klonεns \-o:~ El en当 chliche~ Lebewe三七日 、。ム.ll12. 1. 1 D98. i~ 

K~aH g'Clr ，:~cn 2Cl 1. 3. 2001， <:. F~'\Z 'υ1'1 2. .3. 21~刷、 2

l.:.fi9; ;11: す J~l (l以:4;三G全



TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

2. ?口ーン禁止の保護法益

構成""f'[!)市7釈とL寸末端の問題から上へHを向けると、いくらか川

日士HすなWit!:lが出てくる代人間のケ コ ンの余1:は予いの余地がな

く、出界的lも備担的憤慨が勺、えれてvゐる んで、この禁止のわ占拠lつ

い仁!よF在かなものシはいλ ないf まヲボ、 iJ、五正治市twシされる.J12々治山夕
日 〆こしての f) 与 ~!j. しを仰にして，}ê'J， く τムからの矯:"!i了:\L\ l:，，~ U~ ~l0 カテゴ

リ}でとのよう L寸Pうかと v-. ')山j県立である

件+的 エーリスト教的には、人i叫が位。直と繁栄についてヨ然的l苛守的

現;去に関ツする場合、 J判決巧を1(;rじとはなんないし、 m漬物を1ぢLCLt

な C; ないと批判されるさて、設業が折私的子iC~ぎを義癒しどり 27:良し

たり、また、 i三間茶がjû~木仁挿木し斗然の .ì!tイじに)';'入する場合、同様の

こどが何千年にもわ士ッて行なわれてき丈のである 1~，'ひょっと Lふら、

:一れによっ.cll~ り返しのワかないfii雲が伴ち r三けているのかもしれな

いl人しかし、これはむLろ l斗作凱に 4るものなので、このJうな議論

にはこれ以 はj宗入りしなv") 

cEJUIß)~オ究状況では?口ーン;ニイJ隠する弘氏のリスクは品 v 叩)で、ク

口 ンというブロ J スを人間にJ1SlJけするのは廿!lJ[¥Lくなしと思われ之と

1、う相tllJl9に対し Cも「メン:しなけれJよならないc実|京、 -7，>ス、ラァ

ハベつぎ、ロ季、午で同様の }J 法がなされたが、 ~l;卦Hnii ;、移柄さ l' た 1~制H

JEet完とな有総体へic')ブログラミ/グするのは、例外的企均台のみで

あって、多くの場台、 守)1三千不 J己+な動功、伊jえば免疫システムがj"Hヒ

L仁いたり、 I1イ:の i可能性がノノ、L仁いるものとにと守まれと主たのど

Ib.~l刊 Tn".~. SZ、OTI!li./ 18.1， 1998， 1.3 
l!i ¥広l.GroιJ.cr， in: For:pflanzungsr:lcdizI11 IIιd HlιtEangenctiJ日t~ ぷ frcchtliehe

只cll礼nK~'n? hn:又 n)!1口れnUじ了 ll:HIKdkr. :2 八dLTilbingじ 109:.293.290!f 

Schreibぞri ~;I) Sピ na ，: Hiutechrcik 代ecηtlich.in: Lぞ可1川守口 Oi:"r ki，)ピtπik. i--¥cL 1 

brsαV()!: Kwl1ユιl.，G江['1ぉlol-:1998， 39r.: 

1" 日chreibt~r ， i;' (;oHschalk ¥Ill討さ)_ Da:-; (;('11 :;[](; dn 1¥1て立、ch，(iO;:tingど 200U

'2，10.2 まと弓 /1両辺丹， )、統領も ~O() イ 1'. S ;J 1ら|のベル 1):/ 孜副の中 lご完全

じ析しい見方を Lてい';:;-R，F': il引'illl:fDcriin¥'r Rc(k \'リml え~. 2(川1.l':¥Z 

VOn.l 1 ~1 ， 3. 200: ii5 

1'，' (;ru会:，.F.i¥Z vn~n ~/L G. 2003. S 1 

二日社5りu以)3);)ι1 )6ハl



滞

ある 人間でのクローング)次数はこのぶうな針予告対匁と L，~C "'11を主主λ

ないといろことにうLλては、疑問乃余地iよな l.¥"臨床研究を1--;なうこと

は Fでに I~:J半灰日11 会のヘルンンキ宣の規定;ニ。t t) W: '('<;れないっなぜ

なら、みの18号Y安求される利益とリスクの尚三で不ガティプなものド

ならさるをえないからである J クローンノ二段の重要l~iJ、主主般信、すな

わずJ クコぃンごしと'1.'主 h..L人院にこつとのつスクと負jH~ にまさるこ

はいえないのである このよ)た定駁l土、口トのところ、医rIJとしず天
施でき士e'のである

しかし、ここに再生:10クUーンジ〉常:1を11<泌さセるのはあまれに簡素

すぎ4だろう九むしろ、伝子(/;苧析のj!てよによじそのよつな本l時な諸

的短1J'l7米にお v邑ては克服されて ν、るだろうこてFf了、やさるのではない

か 1 したがって、危険だ〆い与議前:まクロー〆 l才たをかけるには

役立つが、原則l'i7な代11にH献するものでl土ないv

ゆえに史なる議論が倹討される u すなわち、すけジナルこクロ ンヨ-

6ii(!)人間の草肢をめぐる議論である三

オリジづ Jしは山吉，W宇 のものJーしての{， '却を?ぞきれ子正見るのである

から、--:::'i)ジ←ルの1宰利に響、そ守えると考えられるヘ数年えにはうf

のJt 主 TJ しと WI:Z:~うかも L~1，しないと'市に覚出し続けることは、実際、山

壬なイメ ジであろう u しかし、八刊の尊l殺の佼古が珂題となるのは、
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ら中j析能力の主いクロ 〉の代J~ ど L ご追1.L;::守な父殺を;再ふうると、今コ /~I青

'::it万1I凹をjド予干することがI小!離になってしまうのであるc
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

}二分の:i~!if三清字社についての併l々人Uノ権利がさへの手、;もなく Hい、 λ れた場

合Crである。これに)..1Lて、治|砲のドーナーのケゴいン0)イ1成は、不

化といっ』工 トピア思想からであれ、老t去の批づ京、家ふのすという三号

事1j ~'J な孝 l車からであれ、とi つの提註:ドよるものとさえてよい J クロー J

作成についてイリジナルが適切な同窓を Lていれば、その権利{よ法芹3

hプ丈L、σreYl:G 
基不法 1!1:: -1頃で1!!l除された人間の尊l出土九uj人が白山lこ扱えるもので

はない)，いう訴訟辻、この1五日おと士すす1るものではなし Jι なぜなら、

何人の円トドな烹I去に以 L-c ~~切が!l守ることによコて初めて人問の藍恨
の佼 4百ムが持成されることが多い。つまり、:';、子l九段裂はそれ日体人間の

尊殺の侵害ではなく、 fluえ;工、当人の昔、思には lた医学均な強市:]'天草えが

1iなわれるに|ぷLごはtめて人肢の苧厳の没害が午1るのである，1>'1俳

にクローンにあ1はめるぞ、コピーが寸リジナルの草択を侵害す ζjのは、

それが当人の*誌な[になされた場合である。これに対し亡、本人の遺

伝的「年 性は議論されえな~ \~S u なぜなム、人間は遺伝的コードに還 7じ

きれえなしし、ま介、イ可iTh"，うー卵性h"生JEはこのような考え方に
j入言宗するからであるし

よって、I'gj胞は区みIfされセクロ シ入部に焦点が当てられる。ク口

ンとしてのイfイIゆ三;、クローン人間の尊京が出準iヰJ三けるとし 2うことは

]ム〈認め iつれているヘクロ ユl土日 bをすでに生命を与えられていた

itの出なるつピ、 トとしてとらえるに疋いなく、また仲間からも珍しい

もの、半なる青写真と L仁kられる。ケ コーン人聞は{止の原平!と比べら

れ、計uられる c このぶろな負jHととも γ彼は牛き続げなければな hな
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l背 滞

いよ I生か、クローンはすごに生命を られていた者と必然的には

じようにJE'丈に!-!きなけれiよならなu とlぺうことはないき)皇(:;古Lなλ}

来的資泊は Lif i~ ì;!過大日I'fIIli 九れている代人間は也fム子の殺体に)~\語る

ものではなしh このことは、多くの 卵性n斗足元三く異な〉れ経過を
~L~i る↑lえらの成長過なもぶしている 'L、 Jlp的な会担に加えて、クロ ン汗

J計二{半なう身イねてj な f~j:F員三と、たとえ;工五 {i:が早く従j両することと l い?

た今まで明らがにされていない負担がミ見れるかもしれないが、心理主守な

負二-11:土リアルな問題である

本米}杓にへはりの母L)えに十;-，1，1、しくないもの、 jなわち、ク U ーンの二正午

のクォリテ i を際人じることはさらなる#察によノて i~li(fに明らかに

三わるつ何人も他人の人格を肉己のごF司lコてはならず、また、個人の

人格を日らの欲望の対象と Lてはな片ノ::t1" "(伎の性情と資院の背景には

f，J r，偶然uイ了在していないv 役の人柄σFT1:こイT1仁するものJ土、他人の育、
必!の結交:ごしかない。 H{~人的に生まれた人民も声Ti電の立沼!の結交:ごある

ことは認めねばなつないかし、そこには，， 1主主を担えたものと不砕をと

なもの古、玲コとおリ、ぞれこそが、議常的生まれ方を Li九人間町ケ 11ー

ン人聞をド{;5ljするものなのであるしたがって、遺イ以下Jな ftは人向。)

山般にとって:止そ札ほど重要ではないのであるへ選{ム89ごに

卵性'fI:J，庄児には千f.l1しない"他人にホ:)遺伝的なことがすでにiA定さ

れで ρ ること l粂 IJじのら27，:-1ることはありうるお J
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

しかし、まどIIJJλかにされねばなら止しヴリな間近がy支〆ぐいる。当下女

人格がまど存存し亡いないのに、ヰトのク口一〆!よその人同の尊1設を十〈

許しうるのであろっ刀，?j告白戸れる時百までク U ンはまだイT-'l'jじてお

らす、したがって、詮出と ρ うhおそれ白体lよっては人却の尊肢は伝

芹 0*しえないとい~;のであ

人聞の尊 ;iI~ を ゐに:土、人情。〉存在 l 土日、 ~X ない、，1.1確には、もは

'¥' lrイlする必要はないというごとを我々は憲法論からもちろん今んでし、

，; ~く争ぃむのない'iE-ti'の死後の人倍程はその人l品;の首厳に還Jじさ

れる

まだなお存在していない μ 命では仁治理1'1'0:二そもモも、昨重さるべきヘ

同の尊氏といろことカヲ百ら JIうるかと νうことにも同様にず下去がはい山

せるに死殺の苧厳の旬、設が存在 jるのとI，'J慌に、午まれる日'Jの布告安幻保

も干'trするのである。人間の尊厳J土計在i'IA0な杓早川Jなwぃ子;こj白'1(了 r
れどおり、同様に将オミの ~l:: ~rにも}定員三されるのである， '1まj

f散を侵￥する効果キもつ行為イ子生まれる古11じなすことは、 LL五 it1;転l

ム叫によってカパーされる九そのような生まれる!誌の入院のド"厳の保烹

へと;;こされ乏のである任保護11-:6条 1取しワ1Tf-去にある法去年とは、??存

切なケロ ンヘ聞の人間の停厳にあると私は考えているおっ
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滞l背

治療的クローン

クローン抗、は治療的ク U ンにおいとは町、性科細胞の獲得のために必

然~i01_~ 仮換されるーよって、引、;一守えつれる地fす仁 cにち渋~"な号-V{:守iが〆り

['J:.J! iられる)f!l:J喪主れる1土{上、法的にf主張される生命なのiJつ

E
 

1 桜融合以降のヒトの生命

イピ"I寸での町、円子ゴミ [;S>~-~ :;; >1リヮィ二べての問題i土、 ドイツで

は無法的にまだ明らかにされていないし速ま1;;夜法裁判所も母体外Cの1土

の糸本法 fσ〉泊付について日I1:，かにその孟まに Lてあるぺt'i純な"法

とlては別、の状川は G的年lZ月1:]11の凡、保説法"と間後的 Jこは2001年 6

ヨ28目的幹刻版渋4つ;干 l1) Jぶ詑lご，111;主されておっ、 tには))，J科:1)1出と縞チ紙
抱び〉完令な融合の1=e:.t主か r，j半みされる v これに~;:: .r)てドイ yの立u、身l上、
斗命のf¥i設が恨拠小iけ4れうる!立も平 :.;¥fz:日?を :1&んだのであ

これ lまし 3 わやる ~[)lKJ 理論にぶってもたらされるυ3ドと粘了の融什

U)時出でと「めよ也{す刀、年、つIJられるに L￥うものである。 c土;土人;こなる

午|ぢ可取叫(引を持つ、住 i こは 1~別犯と l ，jJ'1生(1)がr 佐官{すけら

れる「そして院は完全なる人になるように継i弘前 iK) に成長宇る。

か L、この 3うの観申lこ(主主大な批判が|口jけられているリ 1

〆

a)潜在的可能性

前~(ま洛{:約い人間であるわ将来の地H!から現イ!の 1と ~jj 論いなけれ

ある 、Q;l.Nrllniλi1l， a.?O.， 1 ~:1 ， 1(;1 

いわゆる期限モデ Jしi よる 2ワのτ戸鮎判決は、 ，1-で(，::.-;:乃お旨乃E字ゴで F い

まだ'1まれざる Jな1、し '1手J，(， おいて成長しているJ人グ)i:_:-::pという点叫を
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

ばなり主いn 伎に生まれたる人間として ";Jえられる謀本権のj'r設が弘に
)..1 Lても保障主札るべき二いある υ

品十118守11fugt:十の47隠はあまリ{言!'ill'it:十のないものこなっている代という
のは、~J Ij枚j段伊の事118& ドイァでは 2))5000から 1ノJものIH私事118&がf王

担保存ιれてし:る にも に 1斉ffな主主ノト絵'f?~設がflJI投な 3 ィL 主いので

あろうかと l 、うことが ?jι かにされないからであるコこれ ι の針IIg~， iこお

いては、遺伝的な向 性はmt(，、伐定しているのである l 紋壊されずに成

長す才Lば、直ちにni'を形成 :"， 1 のであって、伝融台以降、潜在的可能性

がt主化されこいるというこ~:U河怒とされえなし川I

しかし、決定的なのは、 重r混立なE環草坊条i件Tが刊j加I;Uわらなけれ:ば工£、 1明杯z不1グの)持つ
1悦件主右?治口円J-f柁抱判性ベづl土凶なる点f椅奇にととまるというごとであ ον.1ii ド版i五，1は正子母手1休宇と

結rYつ7古;ト占リノ主ごしいミ以包リj八、 制j均a印l培舌3妥妥乙でτは己 トとして幻;潜吾在在;的1可i汀I能f性工を円町"きt放J売Lつ
j現f官~.J尖よJ: I的匂 ~'r♂ γ/スをf惜噛え

著j比本以前の芯は単に~1子とが{IIJ 倍として r:: きているのとあって、若!)~;;よ

初めて活到するのである"右烹により初めて、ブノクショシから

現実のポナ/シヤ.Jl，.が併さ股tれ、それに上って、半川、的地併が発生し、

生命(J)-i;¥本棋を認めるが止、'i化されるのであ之。

b)個別化と同一性

って、三:L i;ベ負伝的に|吋らかに区別された ~:ê:~:J化された

'1命がイ与l'Fずるこいう~しかし、この三現iよ遺伝的な1， 叫にう台国し

た場介にのみ支Jすご持るものごある。町、の成長のよ3ヨ日あるいは14日円

以降、右床な vえは悩体化まで40lZ、多胎氾の r1ft:仁牲もある。 現ド性双

11C11;l. jZ 2C山2.51【 520; ¥:[( ι1. ;'rl】hCl】111日n日お c，D:~dcn D~ldじ11 2001. .180 

b Sch，ピiber.ir:: Koc r-:llm引づ巳 ìtrin~e i:ll aktu←1:臼nStr"frec);tstllf:' r~ ピ 11 ， hr~;g 志L) r:

:ScrIl"E1乱IlnUllC¥ t~~sc;，hc~in; cr ， Koln。ω.3.15i. 15.3 f 
';.' Scli':ick， A.~，- tue~h，' Frc-lgl'n dt，おJ!'川laLalt"T'[Alwllsschυ?町仇 n肝!日目j()()， 11' 

.~s Clel S引 n，DVB ， '2以)2，1イ1，113. P:K理論に封ヲる賛i'、;二円いて(己 in:Dcr 

110了礼11日 11"Slallls TIl¥'l1にρll:t;:n[n:1、】 VOllCll.hrsg もりnDμ1汀schじII11 n ( 

日chonεckεょ呂町lin.New Yorkつ以)3

個別化、 すなわら分割 μ」設住の~矢と渋イl一的 手目佐多品、141評;;-&0)民終日|府

は 肯広とl同時に起こるか、めるいは市iA、何日主役に牛に (vgl，\'()口 !~()("w (-，l1 icll

二日社5り(l<1St);)に7 ~HiGj 



l背 滞

生見はだ際、 ~~1 伝的 i二|斗 である n しかし、このi川 伐にだけ謀本権80

なλ1令の係員室を仔らしめるのは人l、に疑わしl.\"といろ乃は、同点!);~{

F↑児には別々にf;"，1iii桧が認められていることには}ぷいはないわぷ子のベ

ずは 制で保議されるのではなく、それþれ'~l;:rJ ~JI; 仁 I"J ".'iをf寸.iた人:品i

として仏:議3れるのである lぺしかし、情人{よ分割ロj能牧がなくなっf二

あこで初めて lífflji する口モー才し以前 J)~ 之|肝 ~e(土、作とえば豆半のi岐i1J され

た場合;、は、 jj.どの')命が竿われたかは4ごくうfか日えないのゃあるヘ

しかし、人i品k してのケオリテノーを:よめる仁つ"でj宣伝 Ó~ な InJ-!生は

{I:Jら うよな長準ではないこ~: i止、すでに示されたし人間としもう止さ牧!は

造1ム'"(7)総体に尽きるものではないからであるス三

c)連続性

人間U)I必つロゼスははっきりした区切りを1tたなし連続し

する現象とあるとい λ考 t方はj皇制:刊の議論と結ぴつく。このよ λな連

続性の「下でそれぞれ段階吋けすることは:8意均ごあり、よコて基本格の
仮烹;土庄内成長も台めて可べてのj段階に及lZなければならな v、円寸るの

Pある:，:-，υ

これに対しとは、知覚できる包々の区切りがノj在しなωからといって、

〉14 なった段r，tr~-すけやする必然性と可能性やも汗定するものではないとい

う諭洲形

t¥ :-; Ila] cメ d'h;stG;:"('ct C:Cっhlloso;)hicdu \'1 、 a~:t ， Heft i'. 2(j (jど!日 4:~ ， 41-: CI"¥'CI 

弐じ丸山町gCtl山erP:"il山中laIlLaLions(lielgnosLik，lkrl日12別 1，S. 67i それ?在、連邦

ア人Jム裁判!りも千 J 在ったよぺ (B\肝心仁川 :~7; ;:l~~}J な 4河川i';' として h 主同じも

(/)とされーと 0')であるο

山IlCW1..:1: 2002， ~)l'/. ~ヰi

，1 ¥1 ぞrkt' ト竹niht円印】河唱ut山h

5臼ン H トHγ州iド日J; :1 " 2 写干子司札.L阿株に ¥¥1c什rk(1，;ll: '}，-'idi 川 河川11f，:ifSP:. ¥-'(111 d円

;-{up;'ech: f¥“rls t: n;可引ちi，;ulleid叶berg，11そidelbtrg目的::l.23， :i当て
今 SlD.rck.inν I\，.bn日(lld~ ilCcin/SLarcl~. DaちBO.'.l11e:rC;nl1".dr;csc，-z， BcL L .1. "¥.dl 
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II札!九olょ 2UU2，111， 13C:， 

11C11;l. JZ 201山 517，52υ 
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

るこ Yを考よる Y、最終的にわJ時、ゅの1:1ができたがはおかり主いので

ある c にもかかわらず、 LIJと殺はい別!ょうくであろう U

子宵II'I'cJD紙胞が示成することで非d吊に重要企限定条f'!が先行じた場

介ドだけ、也統性が畏閉できるという批判jのんがなお重安であるじ 吋ノ本

との共生が必要なのごある l 母体〉のノ削互作用が上Tくいくことニネが、

完牛?なJ電在、ぬなコー;、には;長:のための記、岩な刺殺を守えるのである口 t士

課の下出への若床無くしても人民はltまれず¥それこそが初め1出ヨ

までのに!Lな成熟を 11;誌にするのである心ー者同三、すなわち、母親とい

っ有機体\の計l むが、失敗寸ると、 M~:土窯:二信守し妥結ゴド紙阪はそれだ

けでは人間にはな内えないc 二のJうに着床の日:11グのブァ 円といっ法

均な;三日:jを"1i泡仁すゐ非常仁茎要な区切りが示 ~J，! るのである l

d)多数意見の矛盾

活説の考よーノザ:立論ヂるに2えはないはとの評自;;jX窓ハともたら t"

このように f↓命の;呆廷が停1:ーされる jJ竹、泣任1;ング、その他の了

可:)，;避妊111，"'一等的不1mが認められている九九ニれをf史mするニ止により

只f'l-dnにそト0ゴ守 ~Iムヲ円 Gruss， :n: ¥¥.:、lSist d肝 \[enSl~h コ h ちg.vun -:':1ちnピ:'nc 

Schreibεr. Gott;nヌen。(均2，67，78;λ日ss':'elム Vollharcl.SL忘o，n(汁/。つ L? ヲ001
I. Tλ'r;i~L. ZRP 2002. 111. 11:;. zugleich i、C;C'llTcclmik&. R¥'c!ll日002，.1.0 [[ 
日仏け swird刊 11 ~;1(-'; s，J. i:!:('川町}l;" Ile r 1 i n _ ::::ω:~ ， l06: Nlisslεin-V(111k-il"(; 

YVrAnn日1(L~r J¥-"fCllsch (il】¥1じm;ch?HcidcJbc叩， 2003，乙tシ工 fンソヱ=ブイ '1 

yはこれを認めノ SC01.l1r:t-1ιièli~7 ， in: Grc:nd，g円什h:o;r，n-:tntar.Bd. 1， lEsg 

¥'on Drcicr， Tubin只C仏') .AuE. 20:::¥'1， Rn ワ日

一 引、の成長:こおし'T禄々な段階を認める?とは、タト1<にお ν てとくに i反さ

れる たと;('よ¥帯広i-!Zjノ J ズというちのも"士、められ、それ;ニ受給殺、およ

UH→で終了する この持、その断、は~~ ~ましは「初J!!Hィ、 μ利下されゐぃ門オ

ノ r クレポ ト¥¥山'!1e.clc.Repurt 1);el~ l) rt of :he Con'n~ittet ()f Jnquir~- :n:o Hu 

nan L:rlilisation anじ Embryolo応， Londηn 19S'.S.GGJ はこれを択制 9るlこ

とが民*:..~れ、 fギリ y、の人工交情と:干tおするよ問。年u、U];}n;九II;'(六1:;S:t 
llO:ム λnctJ三rnl刀 yology，¥CL 199川とスペインの人 11壬115に医する法律
:lS/1山お日川 2;(1 i. 199~ ， Su;)f(' T肘 1]( 川市立\'pr()d \l l~(:ión /¥，;i汚lid吋の克明u
なっていと

二日社5り(l':lS:J)3仁三 ~168 j 



l背 滞

受精卵が女性の作為によって消滅さ廿りれるのである

追試，1よ1べてよち とl、うわけではないo h二ぃ4命1fiよ絶JJ(I')なもの

と，It!られ 111:，の法益のためμ制限ちれることは認めていなしげーしかし、

石炭.U，Sキはドイツ;おいても妊札ぷ見 (;I:ji去218条三L、L を尊重しな fケ

らも1土を!J;ICすることカEできる f ニ1])こシからドイチ dよ、 ドイン(:;3 

lγとは杯はそれi1sfWRt、されうるよつになるまで、ゴドj出;こ士三:く純メL目的iこ{果

台れているという従わったコメントを山 lているω その似の問題点

ういてはここで:立もう石泣し士¥，"， 

2酒造床以降のヒトの生命

ごのようにドイツに芯いごも、規範トつな I[ 命の{最長を~'尿を J) って拾

めると L与克解6'がr'ij1" i::日てきれる 医療人組学ご')~:~~'哉と見いとは

し hえ、人院の止命UJj:~ (:-精子 û)融合を lよってあ、ま γ亡し、るか;~"与がにつ

いと連J!)憲法裁判所ははっきり[た蛍l支をとっていないへしかし医療

人野J与の読むの認識ではこれと全く正，JX~-;; のことが育われている、

着トイくは同生]:iiJ(1)長終的な広告Jなる成長過程であリ、人間にし ιの潜

日Ilofli;'.g，ノて1;::-:'ιhri;lf(i r 1叶沢口川町ht2002. ;-_;4， ;-j!:) 

'.1(' DClll:.;cb， SJW -: 991， 721， 724-

行1L-:;(:('1':-;:-;(';1. CS ¥fc-，-:rcr， hr~記 ¥.'O:j Cl川n1ιi:ci ¥Vo;人口nli日2¥102，2い自， 221:

Ha.3Elann， Ell~b~'yonε~SClèlltz ム1r. Span11Llr:.gsfelcl ü'.teム:~~，::ionaler 九lεユ当 :=-é~enre C- éムte

slρ2.L1iclトcrGrロ日d~cじ 11 ，じLl l'.dη の lWl1 ιllcr Rじ.¥f.::bnα、lr:odcllrLllγEn!brvOllCnl(lj 
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

ι80ロj古乙性の 4人f)J白にと〆 亡、 ¥1，1人の碓立にと〆 亡、端的に人Y主るにあ
たって、コンティツ fオ・シネ・クア・;:"という条;午うとパ l~iS に見て主

要企ものであるわ c;.手えという井u訟科、¥のす?床にまたく交可作用が 1一千くい
くこと ;f よって初めて、出ι までのdj〕全主成主主を rlrm~; ずるのポめるコ

母親の子7:?への持!ふ剤くして、 人間lよとまれなしミペ

i確かに校酎!手?を以〉てj宣伝rY0e:ブUグラム以降討するが、このプログ

ラムからはイン・ 1':ド口では人同i正当まれてこな， ' 母イ人との共生が必

要なのである ';4ι そのような集中的主将 IdtJ[JがらL72な遺伝」ード仁川

わらなければ右らず、それは不可欠なものなの"fある，;-;つまり、伝 J未

があって初めて人間になるプログラムがうじんなものとなゐ。菅原はこの

こと:よじその他的必要な成長段陥とはi!tなったクヂ】ノテトや獲刊す

るのごある穴ノ~-l:!.ゃ公:っ、そ ~U土、受動的t普迂自<;H]能生から龍動的潜在i

fド~Pj 計 f下へ t 変化するスァ J -/なのである、!J:命権を認ダうζjための

としては、茶本法による ~t'~r'f-~~~撃の日HMìの時点 主まれた当分がlト心と

なるのだが が、おる校校存実なものとして箆可さわえたかどうかがLL

f kならねばな hないハここt下')Jめ〔、「人間，1:Ij '(成長しといるj'"r: 

しhいうるの Fある v

日日chinclchuLeC'"I¥1C¥' c:" --Gru合台.1ll: ¥'ち Gヌiおtdcr I\-1 cnヌ chつ h~台民 VO"~ ElsllCr U Jl(~ 
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gt:n:;-:chL D: :";in 2006. 2日
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761. 773; SChl1jd， JorlziχReC~è~siragen de:" Bior.lecilún，日百 En ヲ吹は 33 有~もま

た除々に夜行 jる つの過主llであって、数日にわたるものじあ之iという北川士、

有 l本の完!万、昼半となる段湛であ令と若収されねばならないことを与リ芭::.¥，-，な

し'-そ;!H'i'~i'~ 白J性(: iJtw:~ザ0;1昔 f上性を RlJ C する lピ、技牲については、 'tvTaより in:Pnll<: 
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滞

この五守t訂正コヘレンツ(付税11) アストにも合致する二のこ)につい
ては、 メルうルの挙げた仔iが152\'.(~)。バイオテクノロジ、の実jE主主fが火

半になったりそこにはイン・ 1::'1， [J ~Cf まれた断、と Jさ i訟の無い乳児がい

たコ最1廷の此Et省(土乳児か刷、のし、rれかしか此うことができない〈役が
乳児を jÆぶとし:う i;t :~JÎ をすること(:~トももEし、をすtたむし、だろう t': ¥;、うの

である仇 J ここで授怖された結論をi'li訂正するために、メルメ'r"Iレジ〉↑司を怜

正しなければならないu文敬三亘が火事になり、 10吋:じT)111、だけがそごにあっ

i:.: }.: {!Z乏し上う これらの府、を紋うためにあらゆることを試みよろとし

う人:土井主だしとし、るのどろうかつ尚早私的に、純粋に感ばとして、;{';J:もM

もしようとしないだろうと恥は考えてvミるつ r-rjJ-:J ーいう細胞の治台if'

は人間的'[命ごあるとは、我々の直感は考えないのである。

ここで提京さ才L7一昨決策にえで j るその他G')t~'i'iJ も論じなけ才Liまならな

い}有1ィ、をか、っ一、ι命のREまり Jすζj己炉u古典的山?ぺ王1史的な百呉りで
あるとも''1t'f:jされているω。人世iが{可時々まれるのかということを品物

学的仕事実在折視することなく決定されうる、ことは、ここではとりあ

え写"そU)まま lこおこう。 しかし、かOlflttlJはそれカミ同様1=近，"，見.して

も1&;けられ之ということにより、 rT'立|市な批判とな Jてしる、卯と粘 f

の融合を1)，"亡生命の誕引をよ見続的にどttiさ寸る考え方もr:士義的な事

実lニ布ifFついており、さら;、t-'決的な:也i正f土の一点張lこも支去られてし 2るに

最千人に、イ/・ビドロの1壬(土 tt々争力汁先同 'L、の対象であ~/)、加えて、

斗咋の!lfよりも千ピ去されやすく、よって基本法による:it譲を最も五、l訟と

ゆ去 i適用領域からはずしてはならないという批判もある 7ょっ訟の

l背

，i3 ¥ler;';:el. Dieメe>t可or，1:::~日 1. :!(川1.:>"1. 38; dslb. r'()r :.，: chllllgsü~); 行 kt ト nbryo
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

保議機能 i二 j甘みれば、核問よ心(け土Uノ要 f~r，~'生尚治、合J{~!fド;H二幕立 1'; けられる

長も早い時点二いあるともし、われるた。しかし、その議論は活環論!l、:こ泊っ

ていることが見落と戸れYいる r なぜ町、がそもそも11'議えれなければな

らな v暑のかといろことが本性から逝由i寸けられてvゐるのではなく、結論

から訟論がな3札、半(: 'f~;~識の必要性をニ張するこシご要i!?託生 l~ を iilÎ;λ

ているだけなのである口

3 イン・ビトロの症に対する誕生前の入閣の尊厳の保護

a)生命穫と人間の欝厳の分離

さらに、岩本つのjJ;;;:には共本ィ去 の保護が与えられないともいわれる

うす、これもまったくぷかlな話[であるつこれは、権は品床[て初

めて1主に ~:~d) レつ才L るという IJ 旧fからは決して斤l てこないn なぜなら、と主

命権正人認の尊肢はそれtずれ別々にう土「北されるものだからtあるヘ人

間の作 JK~ と斗命純の松ぃニ子は口動的に乏なる必更はなく、日1: 々の時点で

めまりうるυ述邦憲法裁判ivu-よれば「人間の生命が{rlrするところに、

人間の I)~!厳:土認められる 1. いう \L か L ニの命題じっ哀j出しはすJめら

れなν、v
このことは死者に|勾しとまっとく守f';，;¥無く妥当「る c つまり死殺も守

散の保護がなされるの fあゐ υ ヲI~i去の人格棒と同様に、右反千以って

ふì~> ア:生命 l二対する誕生前の [平 2芝も~，{~，められなければ主りな

l，'，，-，必f';;.'IIIj:7)場手、とiT;l¥手[1えの草肢の保護lよかって存i"'Lた人格:7)'丈

iふい結び付けられといるという批斗があるが、問述っ仁いるとE、われる η

なぜなら、誕生 Ji;の{菜設は人格的な存告とは.1jJl;i*li系引からであるじ JI;役

dizil1交じ川、ど九日。(1::江::3:>山 n~()03 ， 'i(J 1】n(:'1~: v.，r o[h，、:~.， D¥.f¥i¥.' 2003， '~5 3， '~5c; 下1 己 k

J ~_: R A ;";(I()(] >~J\ì， ;..;J ワ S0 r: neCK ぞr:， [) i e¥i CI a ~; ();， a 1 sχa ~;り r im RechUstトu1ヌ

mcnschlichcn Lck;1~:': 人achcn 加0:2 .80

¥¥υ]f"出l幻 rIerLlwi E~:， e:F. JZ ~O:X-l， 1L)~- ， llGο 

日 Hlι11..? 2CCC. ，) :示もちろん、 '1 命権全へ II~J山市厳よりもあとに位置付

ける打けで\"~な V ¥) 

7+ HVerfGE 30. 1.4: 
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l背 滞

の1~í~設の有 ιlよ、生J11が~Jtょに存と 1，-，?d:くとも、尊駁(1)保誌がTru:ーする
ことをノハ1ものである口尊厳の保譲lよ将米の l会ーを正1培、して着1-1'::のJ免除

に千するもの、ない〆1;1. 光11)(りすゐものでなのであるそのような

本被構造は渋秩序;fとってなじみのな vゐものではないじ

このように、イン ピトロの佐も開絞制なEゲユ七からむμ主3れているの

である"

b)イン・ビトロの症の人聞の尊厳の侵害

これにょっといよいよ而自」、時恕に我々はi白河寸る、幹紙伐のノ何の

ねに11需をオミUiiJずる二とがfモ襲であ!)、よノて、ノ、阿(7)叩枇の侵害である

とい去るのであろうかつ治~~-(的ク τ) -ンγあっては山、はそもそも不正究と

治療 Cf'IJIlするため:ご人為的に作成さ才L7ーものであるのだから、人倒的

を与えるものなのであろうか〉

このj甘j 践の滞 L き i土、人聞の印私ーと ρ うイ、 ~):l~t ~;概念と憲法|の1骨u念

ごある最丈;;Hのノ'i~ 開性と包干，f; n'J公共生ーに J二輪郭を守え、人前の苧取の実

目白むな|人j容を.(~定する白にある r

人間的時 J払を ;I;;N~ す之ものを抽象的にど義守ることはぞきないしむし

ろ、 t';~~仕 8<) な拍手!の松 1 、二子、それを取りをく状況、考えられる侭波を全

1~的 L: 考宣して、入院の尊厳の任者がi立け入 il 雑， 'ものといえるかどう

か詩、計fJJきjl士ければ&りなし n 伝合の過桜かりのよ込と五 f世l土、哲
y こおい亡訟めら札た'?riH![原理 1('ニi片ろ口この[京躍にぶれば、

判が人間の草厳奇形成するかを抜栂除l汚去るよりも a 判か開通った場

千干ドその:")を

よ様々

ることのみがはるか;確実なものなのである

をE是認さぜて、それをナがか，'jに、只体日j:::細々の

ん スにおける人闘の藍必の千三襲を隊司で主ゐようになったc 長も 岐

同様にI山臼九刊JYV2UOi!. 2(市 2f)("

々 Vgl.dic Ford:=:Hlll只 vonBc~主 n:ann. in: Daち玉川ll :.， chcn~'cch'L 只 ÜbCl じ inl~οmnèCL'.

;mr Gin，-nc(:i2in :h ‘ K，:rcp札口 C('S L札口五lichc日Vorbilc1f口rC;ll¥: ¥vc!e¥vt:ie g ，:;L~;lHh 

¥eg(-'ll:nメ hrsメ vuょ Lll:plL2.Bt:r!itl 20n2， 15¥ 17り

7おB;:edura.JZ 19M， 337， 3，'1己
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Fr;:;.nkIurt 196ι :357， :366 
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TI}竺的クロ -"口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

的な方法lよ，;y，L1) 'j三の宮:間的公式にぶるものであるがο l人院は凶 tこ

とLて;iJ t、られてlよなら「、常に恒[]'Jそれゴ体としてとらえられな

ければならない」礼こしイノマヌニル e カントの考えノちに↑品~:?i; )〆て、デコ

リyどは、只体おな人iドjが、「ち;体として、単なるこ手投と Lて、代替nJ'

能なモノとし仁 l軽んじられた〆お合に!よ、尊長1])侵$'.が認められるとし

てしる山J この得制 'Jむ亡し.'U二、検討のI当然"としてま型前されね;まならな

いであろう U その基準がその天守なH科を失ってはむらな， .とd-るの

ぜあ才1i王、烹体としてのクゾリティー語、原則的に問題視されるか、また

は、当人をJlti) jIZ:) :.こ当り、 f立の;¥)行に4りツえられているf曲阪が軽ん

じらtしてL、るか刀¥誌(ダ)らtしねばならなし

aa)余剰経からの幹細胞の採取

幹*ffiH~，をめぐる議論でJ土 vミオ〉ゆる l孤L した l妊の取りて弘、がえ司廷で

きれるつ!lf:'1幹細胞はここから託収さ札るのであるつごの院は1-:;'::や'JJli'l' 

ijl~ (!) Ll的や作成されたが、母語立が健庇 lの理由からもはや妊娠するここ

ができない止か、与のホ慌ができていヨい等の才的 jで、 tz牲の子守への
移捕には主:らなか J たものごあるよって、この 4 うな，~f には;ιたの可

能性はなく、生命としての見込みも尖われ、;早dLーに委ねられるか、長慌

にわたり、妖市保存されるかしかない川ピ

ここでの雨量iHll史的はっきりしてvゐふ〉仙組あるけ光のl)に佳作幹

訓 :)~Í'I， を折、取されるよりも、仮棄主れと 0 、一貫の泊、永遠乃凍結卵

[[i}{者計:ド {J認でむと日汚かか口る;と仁てflHiえれることのhが、

f;'J ì~じ割以 J 法裁判 ;11 もこれを !jH位とした τ♂i 出 e:-;む十:D. RU. 9:=-1: ;.:7. L 0: R7 

ヲωつ28. れ以上山明昨;こされた前it:!l:こっvて件し¥.::iSd:war:!:. 1¥.:-1じschc
ViertFlj計"円、r':--.l-iftfur (~ぞろげ;:z.~ebu ロgυ I1 d l<h:h;:swi凶(，'11町 hd;:2C八;~. 182. 2U2 ff 

ぷJ Cru:'.dlc問l¥只t;llrrvlcL;~physik (kr Si~~c、n ， WcrL;. Bci 斗 h了叫 vcn¥¥ι町ム'.cdcl.

了)~lnl1 入 (wl( ;~.i;;(-; ，り[
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l背 滞

1土の尊厳に遣って0'るシ(土口い廷し件、 このよ";と場合i二、訟を物とし

てとらえてl、るとか、;:{を粁人じているとは、 iiff¥CL喜色、のである口

bb) 人闘の尊厳と治療的'7口一ン

治療的クロ ンのr品台、事情IJ更に複雑な問題を{ド〉んでいる f ここ

では特に、:不が涜Hとされてし、之pかが問棋となるからで品るじ i前4市J)体
外受精ドより成長したが、余剰とされた泊、から幹細胞を符JUする場J?と

は宍なり、治療[;S'l口一ンでは町、は唯一それだけのものとして、前、剥:J胞

を校:i:Z'-Jるとめに{午l品されたのごあるし

い伝、崎Jは土、 治ヴ療官I的Wク口 ンのhブ六{渋去によ Jり)、 思者σの)，泣童む以、fとl同「寸J'乙直立{心Jム、「を
fl~~) ト村

か片 l培音主妥Eさ才れした主約1"だ二組料紋ilは土j忠占ι、石σの)j退主{伝三チ引 IJt.~:8立i仁F古伝rコ;ζ:子をf持寸す干ち、 適切な治

舟にIjj，寸'--，よ¥j'!::i絶ば心をf半なうこぞな〈、千己完許可i'IA0な陪植が期待さ

れる同「

応用研究では1fT、は物と Lて扱われること;、な円、専ら{白人のため、す

なわち i41 者の治総 U) 日立川こft1~われるこどになる Y 考え ιL ミる阿仁その之:、

;;i味|ぢクロ ン:止、タブ が佼冨されることになるという皆同こでは、治

共化をあらわしているといえるのこのことは、 I~ðt'::t:凶材料として l 利用

する」ためJPピト何千織訟で義均;、限定牛庄74〉ことになる」出とし2う

のである ρ

にjjJ~\~，) s. Ilur Schrulh， ::~: Odu九C:U.iJ.，日tarl川町11l'llfUl"s('hul1只1I11d th L' 

口pc斗Ll川三ltc:>KJnnCIl. Gii~， Li Jl日C ょ 2 1)02 ， 2 ， 9. 2iO; Klocpkl. JZ 2(102， .:17， --121; 
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TI}竺的クロ /口続1'1')ケロ シの出I¥()許存性

事攻、交換部品のス ρ ァク炉して禾Ie!討するために人慌の収りンドが生産

されないかという疑問がIJγてくる口欧州汗議三刊)Li-命倫理条約もそ乃18

条.2J買で 'li刊し日的のシト町、の任山を余れする」こ柑J;=:j']パ v、るように

思える もらろん治娘均クローンを 18条;f包び英することは す王;fイ5えら

れといる上りも小刻確で為る。まず、 JT，甚之ンド権憲章3条?j Çi!~-:(よ再生

約クυーシ yr:;-~ 3と℃禁止しているが、治療的ク U、ンはそうではな l、こ

とがーコずし、る町、の概念がかlW-~各国で ""fr われており、いくつかの国々

は14日[1までのやj矧形宵:を:ii;i:8M'としてそれJJ降のni'から!:{jnしている
ということを考府、すれば、二命倫]用条約の条立;から信行:10夕日ーンへの

賛台にfぜん2J1-liff:なものを引きiiiされえないことは明らかであるヘ

lかし、治が的ク下f ンでは定義こしてIHュを/心、 JJ~長させず、つまり、

同牛させといのマあるから、このゾロセスでは人聞の尊哉の保護が反映

されない !j二物持 l内な l北Jくは 1=è:殺を失寸るこ t なく日';l~-. ~ h-Cおり、多

くの当物学者が百うように、 !JEを-:je!:lーさせるにあたって以おから成f乏を

停けさ古るここもできるこいう、 立肢の校岩寺、川I+Fするにあたっ f巾'L、

止なるのは、専ら附党利 (;(jC)t-めにfTο 同され介圧が最初から，1，はヨ

えなしにせよ 人には成長しないと U うことを検証することである c

人に成長守る見込みがないのであれば、片ア厳の伝汚:iWIてこな¥将

米的L:人しならないものはそl'ゆえ保護される必妄はないのである， J現

。 円確にJFi'、しごし、るのは C364 ¥'O!l; 18. 1:2. 2000. 1 fi 
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講演

三すれば、治療的クローンは研4先としては問題がないわけではないが、

結局は人間の尊厳を校百するものではないじ

〔訳者あとがき〕

本稿は、 2007作9月初日13時30分から北大法苧会におい亡なされた同

題の講t直に註を1)日えたものである。ヘニング・ローゼナウ教授は1964年

にリコー不フルクに生まれ、フライフルク大学、ゲッテインゲン大学で

法律学を+ぴ、 1989年からゲッテインゲン大学のンユライパー教授の緋

究五で、研究補助員、助手を暦任してきた。 1996年に「国家の命令によ

る射殺行為 ドイツ内↓"1墳での武器使IIJに対する川境嘗備兵の刑事責粁

についてJ (Todlichc Schussc im sLaatlichcll AuILr昭 DicstraIrcchUichc 

Verれntwo了tu日gvo日 Crenzsold礼te日 furdeηSchuEうwaff巳ngebrauch礼日 del

delllsch-deulschen Grenze: 2町 ubearbeileleAuIl. 13aden-13ade立 1998)で

法学博土号を取得し、 200'，年には「刑事千続きにおける卜告の恨拠と

限界J (Grund und Gren日 ndヒrRevision im SlraIverIahren 公|司準備

中))で教ji~資絡を取得したc その後、ハンブルク・パームベッケ区裁

判所で 年問、 JIIJ雫裁刊行を務めた後、 2006年4月にアウクスブルク大

学正教伐に就任した。 2007年 7月には就任講演「積祢的臨死介助

(Aktive Sterbehilfe) J をおこなったじその他詳細は、ローゼナウ教授

の HPhttp://WiV¥v.jura.uni-au肝 burg.dc/ dc/ prof/ roscnau/を参照きれた

し、コ

ヒトクローンをめぐる問YEは、ゴP常にアクチ Lアルなものであり、し

かし、法的な取り扱いが未解決な問題でもある。とくに ES剤11胞の研究

と応用に関して展望が聞けつつある時期には、避けて通れない問題でも

あった。しかし、引)07年11月21H、皮膚の体制11胞から ES剤11胞に似た人

工多能性幹 (iI'S)細胞の生成に成功したというニユースが流れ、 ES

細胞を経由しない、すなわち、ヒト肝を経由しない同牛医療の可能性が

見山せてきたc これにより、倫理的に問題なしとはされなかった ES細

胞をIIJいる必安がなくなる。 従って、将来的には治療的クローンの存在

理由がなくなるロJ能件もある。本稿が活字となる頃には、また剥lたな技

術的な進展があるかもしれない。

慨にロ ゼナウ氏は、本語演と同様の内科で、ヘニンゲ・ローゼナウ
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再生的クロ /と治療的クローンの法的許平年件

(訳:イ!塚{申 ) c人クローンの禁止 再生的クローンおよび治療的ク

ローン 」龍平キ大学「遺伝了|学と生命倫理と法」研究会編 r遺伝|学

時代における生命倫用と法1 (2003年)326頁に論丈を発表しているの本

講演はその後の各界での議論の展開を主慮し、アップデートしたものと

なっているのまた、我が固におけるクローンをめぐる刑法的問題につい

ては、甲斐点則「クロー〆技術の比、川Jと(JIIJ')T)法的規制」現代IJlFTト法

14号 (2000年)26頁、同「ヒト・クローン技術等規制法について」現代

刑事法24号 (2001年)87民、町野朔「ピトに関するクローン技術等の胤

制に関する法律Jl去三手数五247~ま (21川 l 年) 86頁、辰井聡子「止命科苧

技術の展開と刑事的財制」法律時報73各10号 12001年)22ft、長井長信

「人クローン制休産山罪についてJ1内阿古稀祝賀論よ集j (2002年)44:; 

貝、拙稿「左主命倫理をめぐる法J I司橋|雀雄編 rヒトの牛命と人聞の尊厳」

(2002年) ]67頁、近藤和哉「人クローンイ同体の産山に刻する刑事規制

の検討」法律時干fl75巻2号 (2003年)56口、七塚1111- C人クローンの禁

止」龍特大学「遺伝了て学と生命倫理と法」研究会編 「遺伝一仁学時代に

おける生命倫瑚と法J(2003年)360口、また、 ドイ Y荷では、 Kuzu

hara， Das japanische Klonlechnikgesel乙， ZeiLschriIl Iur japanisches Rechl 

2002. S. 169tJよむ¥Onagi，Von der Keimbahntherapie zum lvle日公ch巳npark?

13egrundbarkeit des Verbots reproduktiven Klonens， in: Globalisierung 

dCl日iopolitik、dcs日iorcchtsllnd dcr日iocthikつ、 hrsg.von Schrcibcr， 

Lilie， Rosenau， Tadaki， Pak， 2ω7. S. 119を参照されたい。 加えて、これ

ら再生医療と生命倫用をめぐる問題については、相寺烏次郎「先端医療の

ルールJ (武)01年)、米木lロ1半「バイオポリテイクス」位以)6年)が多く

の示唆と情報をもたらし亡くれるので、参階、きれたい。
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